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おとこは ふえを ふきながら かわの そばまで やってきました。
おとこは かわの なかへ ザブザブと はいって いきました。
ねずみたちも あとを おって かわへ とびこむと、 
そのまま いっぴき のこらず おぼれしんで しまいました。

「せっかく ねずみを たいじしたのに、 なんて おんしらずな ひとたちだ。」
おこった おとこは まちの ひろばの まんなかで、 ふえを ふきはじめました。
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「やった！やった！」 
「さあ、おいわいだ！」
まちの ひとたちは おおよろこび です。

「おまえは ふえを ふいただけ じゃないか。」
「ねずみは いなくなりましたよ。」
「いやいや、ねずみが かってに  おまえの あとを ついていっただけだ。」
しちょうたちは なかなか きんかを だそうとしません。

こうして ハーメルンは、 こどもが ひとりも いない さびしい まちに なってしまいました。
まちのひとたちは こどもたちの いなくなった かなしみに しくしく ないて くらしたそうです。

むかし むかし あるところに ハーメルンという まちが ありました。
ちいさいけれど いつも こどもたちの わらいごえが きこえる にぎやかな まち でした。

おとこは しちょうの ところに やってきました。
「まちから ねずみが いなくなりました。
 さあ きんかを ください。」
ところが ねずみが いなくなって あんしんした しちょうと まちの ひとは
きんかを だすのが おしくなりました。

おとこは しちょうの ところに やってきました。
「まちから ねずみが いなくなりました。
 さあ きんかを ください。」
ところが ねずみが いなくなって あんしんした しちょうと まちの ひとは
きんかを だすのが おしくなりました。
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まちの ひとたちが、おおあわてで おいかけていくと、 やまの ふもとに ある ほらあなの そばへ 
やってきました。おとこは ふえを ふきならしながら、 ほらあなの おくへ はいって いきました。
「わーい! ほらあなだ。」
こどもたちも おおよろこびで、 ほらあなの なかへ はいって いきました。

そんな あるひ、ひとりの おとこが まちへ やってきて、 まちの しちょうに いいました。
「わたしなら すぐにでも ねずみを たいじして みせましょう。」

それと いっしょに、あちらこちらの いえから こどもたちが あつまってきました。おとこは さっそく まちの ひろばに いきました。
てに していた ふえを ふきはじめると…
すると どうでしょう！
あちこちの いえから ねずみが あつまってきたのです。
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まちの ひとたちは、こえを かぎりに よびかけました。
こどもたちが ぜんいん ほらあなの なかに はいると、いわが ひとりで にうごき、 
ほらあなの いりぐちを ぴったりと ふさいで しまいました。

ところが あるとし こまったことが おきました。
どこからか たくさんの ねずみが やってきて、 まちの あちこちに すみついて しまいました。
ねずみが わるさを するので こまった まちの ひとたちは、ねずみとりを しかけたり、ねこや いぬ
を かったり しましたが、へるどころか ますます ふえていきました。

「おやすい ごようです。 ほんとうに きんかを くださるのですか。」
「もちろんだ。」
まちの ひとたちは よろこんで おとこの もうしでを うけいれました。

こどもたちは たのしそうに おとこの うしろを ついて あるきだします。
まちのひとたちは あわてて おとこを ひきとめました。
「まってくれ！ こどもたちを かえしてくれ!」
けれども、おとこは まちの こどもたちを つれて まちを でていって しまいました。

「ほんとうか？」
「ねずみが いなくなったら おれいに きんかを たっぷり やろう。」
「ほんとうか？」
「ねずみが いなくなったら おれいに きんかを たっぷり やろう。」

「まってくれ！」
「わしらが わるかった。」
「こどもたちを かえしてくれ！」

「まってくれ！」
「わしらが わるかった。」
「こどもたちを かえしてくれ！」


